
技術分類

技術名称 ＣＩＭ　－試行から実践へー 担当部署 総合技術本部　ＣＩＭ推進室

NETIS登録番号 ― 担当者 工藤　新一

社名等 中央復建コンサルタンツ株式会社 電話番号 06-6160-1171

技術の概要

国の機関　 １００　件以上
自治体　　　２０　件以上
民　 間　　　１０　件以上

３．技術の効果

・設計の最適化（作図・数量算出の効率化、比較検討の迅速化、合意形成の円滑化など）
・施工の効率化、高度化（現場管理・施工計画の効率化、安全性の向上など）
・維持管理の効率化、高度化（点検管理の省力化、情報の一元化・統合による業務効率化など）
など建設事業全体での生産性向上

４．技術の適用範囲

・道路、橋梁、トンネル、鉄道、ダム、河川、港湾など
・調査、計画・設計、施工、維持管理、建設事業全体

２．技術の内容

５．活用実績

安全・防災　　維持管理 　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　近年、就業者数の減少、高齢化、厳しい財政状況、国際競争力の激化など建設業を取り巻く環境
が大きく変化する中、建設事業全体での生産性向上を図るため、平成24年度より国土交通省が、
CIM（Construction Information Modeling/Management）の導入・普及に向けた取り組みを開始した。
さらに、平成28年度には「生産性革命元年」と位置づけ、調査・測量、設計、施工、検査及び維持管
理・更新のあらゆるプロセスにICTを取り入れることで生産性を向上する「i-Construction」を推進し
ている。
　これを背景に、弊社は自らCIMを実践し、多くのノウハウを蓄積してきた。その培ってきたCIMの技
術・ノウハウを活かし、CIMの普及・発展に貢献する。

「これまで培ってきたCIMのノウハウを活かし、CIMの普及・発展に貢献！」

　弊社は、これまでの１００を超える実案件での経験を通じて、業務の効率化・高度化・品質向上に
つながるCIMの取り組みを見極めてきた。今では、社員自らが積極的にCIMを実業務で適用するに
至り、その取り組みは試行から実践へとシフトした。
　これらの豊富な経験・事例を紹介するとともに、CIMの効果的な活用法を提案します。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表


